
毎月5日･15日･25日発行

Ｎ０.900
まつど

出会い
ふれあい
楽しさ
いっぱい

人口と世帯 9月1日現在

人口

男

女

世帯

460,659 人　［十

233,876 人 （＋

226,783 人 ［十

173,262 世帯［＋

主な内容
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60]

37]

72]
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は
前
月
比

市立博物館企画展　　　　　　
小金城主高城氏　　②

市民健康づくりの集い　　　　 ③
参加者募集

快適な環境をつくる ために
監査結果の公表　　　　　　　 ④ ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥ ⑦

相談あんない　ほか　　　　⑧

市
民

の

祭
典

・
松

戸

ま
つ

り
が

、
1
0月
５

日
土

・

６

日
日

の
二
日

間
に

わ

た
っ

て
開

催

さ
れ

ま
す

。

各

種
パ

レ
ー

ド
や

の

ど
自

慢
決

勝
大

会

、
輸
入

品

を

は
じ

め

多
く

の
品

物

を
集

め
た

東
葛

－

の
フ

リ

ー

マ

ー
ケ

ッ
ト

、

全
国
ふ

る
さ

と
観

光

物
産

展
な

ど

楽

し

い
催

し

物

（
下

表

参
照

）

で
い

っ

ぱ
い

で
す

。

商
工

観

光

課

℡
6
6・
7
3
2
7

番
・
松

戸
商
工

会

議
所

℡
6
4・
3
1
1
1

番

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL. 0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

歩行者天国 区域は、10月5 日土･6 日日 とも 午前9 時30 分～午後

5時30 分の間、交通規制が行われます。

また、４日金午後10時～7日(月)午前8時30分の間､松戸駅西口地

下 駐車場 の営業を休止し ます。この期間の車の出し 入れはでき ま

せんので 、ご 注意ください。

※まつり期間中 は、市役所駐車場も 使用できません。

交通規制 ‥･ 松戸商工会議所℡64-3111 番

松戸駅西口 地下駐車場 … 再開発課

特特設舞台

西口 公園）

5土
青空演奏会・バンド演奏・おはなしキャラバ

ンほか ほか

6日 のど自慢大会決勝　矢切ばやし　防
犯の村　ハワイアンほか

歩行者天国

5土

6日

オープニング（５日）･ 音楽パレ ード（5

日） ・バザール・趣味の店 ・全国ふる

さと観光物産展・民踊パレード・税の

コーナー・安全展・子供仮装パレード

（６日）

イベント広場

(松戸駅西口)

5土
千葉大学合気道演技・音楽 ハレートT 〕

江戸芸かっぽ れほか

6日
新松戸よさこい踊り・青色広場・民踊

パレードほか

大会本部 ・警備本部・何でも相談（占

い）・宅地建物相談コ－ナ－ ・ご み減

量キャン ペーン・育 児相談・メイク松

戸ビ ューティフルコーナー・国民年金

広場・手指清潔度チェック・さ わやか

ハートコーナーほか

西口デッ

キ

5土

6（

ﾚ

東 口

5土

オープ ニング ・民踊ショ－・歌謡ショ

ー・専修大学松戸高校ブラスバンド ・

カラォヶ大会青果物大安売松戸南

保育園（和太鼓きらら）・バンド 演奏

6日

－中ブ ラスバンド・ジャズバンド ・歌

謡ショー・聖徳大学レ ディスウインド

オーケストラ　ダニ－飯田とパラダイス

キングほか

ふれあい通り
5土

6日

古本市　フラワーセール　バザー

ル　金魚すくい

伊勢丹前広場

5土 農産物品評会および即売会　献血運動

6日
農産物即売会（4H クラブ）・毛髪診断

ほか　　　　　　　　　　　　　　　

松戸中央公

園

6日 フリ ーマーケット　　　　　　

ポポロ屋上
特別会場

5土 ミニ四駆東葛大会　　　　　　

6日 ｱﾏﾁｭｱﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ

小中学生観光絵画展ほか文化ホール 4金～

６月

伊勢丹アート
スポットまつ
ど

3木
～8
火

消費生活展（し っかり選ぼう　私たち

の食）　　　　　　　　　　　　　　

松戸まつり10日５日

６日は

催し 物一 覧

会場と交通規制

広報
1996



広報まつど1996年(平成８年)９月２５日

～高城氏の歴史舞台への登場から終焉まで～
小金城鳥瞰図（田中祥彦氏作図）

午 前 ９時30 分 ～ 午 後 ５時( 入館 は午後4 時30 分 まで)

※毎週月曜日(祝日の場合は翌日)と第4 金曜日は休館日。

※本展示担当学芸員による展示解説会を10月13日日･27 日日 午後3時から行います。

会場 …市 立 博 物 館

観覧 料 … 一般300 円(240 円) 、高大学 生150 円(100 円) 、小 中学 生100

円(60 円)

※（）内は20人以上の団体料金。常設展示観覧料は別料金になります。

｀’食生活を見直しませんか

（写真 は昨年 の消費 生活展 から）

■特別講演会｢ 戦場からみた戦国社会｣

高城氏と北条氏の関係がうかがえる
「北条氏康書状」西原一夫氏所蔵

日時…11月３日祝午後1時30分～3時30分

会場…市立博物館講堂

講師…立教大学教授・藤木久志氏

定員…80 人( 抽選)

費用…無料

申し込み…10月25日金までに、往復ハ

ガキに住所・氏名・電話番号を記入し。

〒270松戸市千駄堀671松戸市立博物館

特別講演会係( ℡84-8181 番) へ

●企画展関連講演会｢ 小金城主 高城氏｣

日時…10月20日日 午後1時30分～3時

会場…市立博物館講堂

講師…中山文人(本展示担当学芸員)

定員…先着80人

費用…無料

申し込み…当日会場で

事

業

所

・

企

業

統

計

調

査

を

行

い

ま

す

総
務
庁

統
計
局

で

は
、
1
0月

１
日

現
在

で
「
事

業
所

・
企
業
統

計
調

査
」

を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査

は
、
全
国
す

べ
て
の
事
業

所
を
対
象
に

実
施
さ
れ
、

わ
が
国
の
産

業
構
造
や
事

業
活
動
の
実

態
を
明
ら
か

に
す
る
も
の

で
す
。

調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
の

企
画
立
案
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。９

月
下
旬
に
、
調
査
員
が
各
事
業

所
を
訪
問
し
て
調
査
票
の
記
入
を
お

願

い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
総
務
部
総
務
課
統
計
係

市

民

の

手

に

よ

る

「

く

ら

し

の

情

報

相

談

」

を

始

め

ま

す

女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど

の
講

座

で
学

び
、
研

修
を
続

け
て

き
た
市

民

グ
ル

ー
プ

が
、
1
0月

か
ら

「
く

ら

し

の
情

報
相
談

」
を
始

め
ま

す
。

こ
れ

か
ら
地

域
活
動

や

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
活

動

な
ど

を

し
て

み

た

い
人

。

子

育
て

や
介
護

の

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

を

お

願

い
し
た

い
人
。

で
も

、
ど
こ

へ

相

談
し

た
り

、
聞
き

に
行

っ
た
ら

よ

い
か
分

か
ら

な

い
。

そ

ん
な
暮

ら
し

の
す
き

間
か
ら

出

て

く
る

い
ろ

い
ろ

な
疑

問
や
悩
み
に

、

情

報
を

提
供
し

な

が
ら
共

に
考
え

ま

す
。
ぜ
ひ

、
一
度

お

い
で

く

だ
さ

い
。

相
談
日

第

一
～
第

四
火

・
木
曜

日

の
午
後

１
時

～
４
時

、
第

一
木
曜

日

の
午
後

７
時
～

９
時

会
場

女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま
つ

ど
　

費
用

無

料

問

グ
ル

ー

プ
・
く

ら
し

の
情
報

ゆ
う

℡
6
4
・
8
7
7
8
番
（
女
性
セ
ン
タ

ー

ゆ
う

ま

つ
ど
内
）

年

金

受

給

者

が
亡

く

な

ら

れ

た

ら

届

け

出

が
必

要

で

す

老
齢
年
金

な
ど
の
年
金
を
受

給

し
て

い
る
人

が
亡
く
な
ら

れ
た
場

合
、
遺

族
の
人
は
「
国
民
年

金
受

給
権
者
死
亡
届

」
の
提
出

が
必
要

で
す
。

こ

の
届

け
出
が
遅
れ

た
り

、
忘

れ
た
り

す
る
と
、
年
金

の
過

払
い

分

を
遺
族
の
人
に
返
し

て
い
た
だ

く
こ

と
に
な
り
ま
す

。
死
亡

の
届

け

出
は
、
す
み
や

か
に
行

っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
は
死
亡
し

た
月
分

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
、
受
け

取

っ
て

い
な

い
年
金

が
あ
る
場
合

に
は
、
同
居
し
て

い
た
遺
族
の
人

は
「
国
民
年
金
未
支

給
年
金
支
給

請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
年
金
課
給
付
係

入

院

時
食

事

療

養

費

の

負

担
額

が

改

定
さ

れ
ま

す

平
成
８
年
1
0月
１
日

か
ら
、
入

院
時
の
食
事
代

の
患
者
負
担
額

が

左
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

入院時食事療養費改定額

区 分 金 額

一 般 1日760 円

市

民
税
非
課

税世

帯

過去1年間の入院日数が

90日まで
1日650 円

過去1年間の入院日数が

90日を超えている場合
1日500 円

老齢福祉年金受給者 1日300 円

な
お
、

こ

の
負

担

額
は
高

額
療

養

費

の
対
象

に
は

な
り
ま

せ

ん
。

※
市

民
税

非
課

税
世
帯

で
入

院
す

る

人
は
申

請
し

、
減

額
認
定

を
受

け

て
く

だ
さ

い
。

問
　国
民

健
康
保

険
課

・
老
人

保
健
課

教

育

委

員

会
会

議

を

開

催

1
0
月
３
日
木
午
後
３
時
3
0
分
か
ら

会
場
教
育

奮
貝
会
五
階
会
議
室
　
議

案
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
教
育

官
貝
会
企
画
調
整
室
℡
6
6・

7
4
5
5
番

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
を
提

供
す

る
生

活

関
連
イ

ベ
ン

ト
「
消

費
生
活

展
」
。

二

十

三

回

目

の

今

年

は
、
「

食

」

を

テ

ー
マ
に
選

び
ま
し

た

。

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化
と

と
も

に

私

た

ち

の
食

生

活

も

変
化

し

続

け

、
輸

入

食
品

や
添
　

ノ

加

物

、

表
示

の
こ

と

な

≒

ど
、

身
近

で

あ
り

な

が

ら
よ
く
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
展
に
足

を
運
ん
で
、
興
味
を

知
識
に
変
え
て
み
ま

これだけは知っておき

たい

せ
ん
か
？
　

お
待
ち
し

て

い
ま
す
。
　

８

時
・：
1
0月
３
日
木
～

８
日

火
、
午
前
1
0時
～

午

後
６
時
（
最
終
日
は
３
時
ま
で
）

会
場
…
伊
勢
丹
松
戸
店
新
館
九
階

ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど

テ
ー
マ
・
：
「

来
て
！
　
見

て
！

考
え
て
！
　
し
っ
か
り
選
ぼ
う
私
た

の話
ち

の
食

」

主
な
展
示
内
容

●
食
の
移
り
変
わ
り
（
年
表
）

●

知
り

た

い
！
・
　
輸

入
（
出

）
食

品

の
こ
と

●

制
度

を
良

く
知

り

、
日

常

に
生

か

し

ま

し

ょ

う
（
日

付

表

示

・
新

食
糧
法

な

ど
）

●
ホ
ン
ト
に
安
全
？
　
食
品
添

加

物

と

注

目

さ

れ

て

い
る

食

品

今

私
た

ち

に

で

き

る
こ

と

（
正

し

く

知

っ

て
正

し

く

選

ぶ
こ
と

）

●

ア
ト

ラ

ク

シ

ョ
ン

コ

ー

ナ

ー

（
こ

ん

だ

て

カ

ル

タ

・

ご

は
ん

メ
ニ

ュ

ー

・
カ
ル

シ
ウ

ム

う

ど

ん

づ

く

り

・
簡

単

な
添

加

物

テ
ス
ト

）

●

計
量

コ

ー
ナ

ー

●

企
業

コ

ー
ナ

ー

●

消

費
生
活

セ
ン

タ

ー
コ

ー
ナ

ー

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
6
6
・

7
3
2
9

番

戦場の風景｢大坂夏の陣図屏風｣

(大阪城天守閣所蔵)
市立博物館企画展

戦国時代､ 小金城を本拠地とし、現在の松戸、市川、船橋、鎌ヶ谷、

沼南､ 柏､ 我孫子などの東葛飾地域を支配下に治め、下総国有数の領

主、武将として君臨した高城( たかぎ)氏。

高城氏の出自は明確ではありませんが､葛飾郡域への登場は15世紀。

その活動が古文書の上で明らかになってくるのは、戦国末期(16 世紀

後半) 、胤辰( たねとき)・胤則( たねのり)父子の時期です。

本企画展では、先学の高城氏研究を踏まえ、軍事的緊張・衝突が高

まる時代を背景に、本来の主人であった原氏との関係、北条氏の侵入

と服属、家臣・寺社との関係､ 豊臣秀吉の来攻等、高城氏滅亡までの

動きを追い、あわせて小金城の発掘から得られた新しい情報、並びに

当時の庶民の様相を、多様な資料をもとに紹介します。ＪＲ北小金駅

北西に今も残る小金城跡、かってこの地を中心にど のような歴史が展

開されてきたのでしょうか、ごゆっくり観覧ください。

問市立博物館℡84-8181番

小金城主　高城氏

10月10日(祝)～11月24日(日)

小金城址出土のかわらけ

食

松戸市

消費生活展



広報ま つ ど1996 年(平成８年)９月２５日

9
月
定
例
市
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た

松戸市議会

９
月
の
定
例
市
議
会
が
、
９
月
５

日
木
か
ら
2
5日
水
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
で
は
、
平
成
７
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
の
決
算
の
認
定

、
条
例
の
制
定
・

一
部
改
正
、
契
約
の
締
結
な
ど
三
十

五
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

○
平
成
７
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

川井敏久

市長室　発

松戸まつり

会

計

・
企

業
会

計
の
決
算

の
認

定

補

正

予

算

○

平
成
８

年
度

－
般

会
計
（

第
－
回

）

…
既
定

の
歳
入

歳
出

予
算

に
十
二

億
九
千

百

六
十
二
万

五
千

円

を
追

加
し

、
総

額
を

一
千
五

十
九

億
九

千
百
六
十
二
万
五
千
円
に
し
ま
す
。

条

例

の

制

定

○
松

戸
市
行
政
手
続
条
例
…
行
政
運

営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明

性
の
向
上
を
図
る
た
め

○
松

戸
市
自
転
車
駐
車
場
条
例
…
駅

今

年
で

二

十
三

回
目

を

迎

え

る

松

戸
ま

つ
り

が
、
1
0月

５
日
・
６
日

の
両
日

、

松
戸

駅

周

辺
で

開

催

さ

れ
ま

す

。
内

容
等

の

詳
細

に

つ

い

て

は

、
こ

の
号

で

お

知
ら

せ

し

て

お

り

ま
す

の
で

、

ご
家
族

そ

ろ

つ

て

参

加
い
た
だ

け
れ

ば
幸

い
で
す
。

祭

り
と

い
え

ば
、

今
年

の
夏

に

は

「
新
松

戸

ま

つ
り

」

や

「
小
金多くの方のご参加をおまちしています

周
辺
の
自
転
車
の
駐
車
秩
序
の
確

立
を
図
る
た
め

条

例
の

一
部

改

正

○
松

戸
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
性

処
理
に
関
す
る
条
例
…
粗
大
ご
み

の
処
理
の
有
料
化
を
図
る
た
め

○
松
戸
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設

置
に
関
す
る
条
例
：
八
ケ
崎
地
区

に
消
防
署
を
開
設
す
る
た
め

○
松
戸
市
病
院
事
業
使
用
料
手
数
料

条
例
・
：
国
保
松
戸
市
立
病
院
の
非

紹
介
患

者
に

つ

い
て

、
新

た
に

初

診
加
算

料
を

設
け

る
た

め

契

約

の

締

結

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
施
設

整
備
工
事
の
請
負
…
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
処
理
能
力
の
低
下
の
解

消
を
図
る
た
め

宿
ま

つ
り

」
な
ど

、
地

域

に
密
着
し

た
「
ま

つ
り

」
が
行

わ

れ
ま
し

た
。

そ

の
ほ

か

に
も

、
町

会

や
自

治
会

等

で
主

催

す

る

「
盆

踊

り

・
秋

祭

り
」

な
ど

、
多

く

の
方

の

お
力
添

え

に
よ

り

地
域

の

特
徴

が
出

さ

れ

た

お
祭

り

が
実

施

さ

れ
、
街

も
活

気

づ
く
も

の
と

思

わ
れ
ま

す
。

ま
た

、
毎

年

三

十
万

人
を

超

す

人
出

が
あ

る
松

戸

ま
つ

り

は
、

常

盤
平

・
八

柱

・
六

実

の
地
域

で

盛

大

に

開

催

さ

れ
た

「
桜

ま

つ
り

」

や
今

年

、

四

年

ぶ
り

に
復

活

し

、

三

十
万

人

の
人

出

で
に

ぎ

わ

つ
た

「
松
戸

花
火

大
会

」
と

並

ん
で
、
市

民

に
親

し

ま

れ
て

い

る
松
戸

市

の

三
大

ま

つ

り
と

も

い
え

る
お

祭
り

で
す

。

松

戸

ま

つ
り

は

、
古

く

は
昭
和

2
4年

に

「
松

戸

市

農

業

品

評

会

」

健康課℡66-7486番

と
し

て

始
ま

り

、
そ

の
後

昭
和
2
7

年

に
は

「
松

戸
市

農

業
品

評

会
並

び

に

商
工

物

産

展

」
、
昭

和
4
0
年

に
「
松

戸
市

商
工

と
農

業
ま

つ
り
」
、

昭
和
4
3
年

に

は

「
産

業

ま

つ
り

」

と
名

称

を
変

え

て
開

催

さ
れ

、

昭

和
4
9
年

か
ら

は

、
現

在

の
松

戸
ま

つ
り

と

し

て
定

着
し

、
市

民

の
皆

さ
ん

に
親
し

ま

れ
て

い
ま

す
。

松

戸

ま

つ
り

の
実

施

に
あ

た

つ

て

は
、

松
戸

商
工

会

議
所

を

は

じ

め

観

光

協

会

、

商

店

会

連

合

会

、

工

業

連

合
会

、
青

年

会

議
所

、

農

業
協

同

組
合

、
青

色

申

告
会

等
多

く

の
関

係
者

の
皆

さ
ん

に

ご
協
力

を

い
た

だ

き

、
心

よ

り

感

謝

申

し

上

げ
た

い
と

存
じ

ま
す

。

近

年

、
松

戸
市

の
人
口

増
加

も

落
ち

つ
き

、
市
内

に

十
年

以

上
住

ん

で

い
ら

つ
し

や
る
方

が
全

体

の

●糖尿病会食会・シルバーお楽しみ料理教室…9/26木午前9時から、電話で健康課保健係℡66-

7486番へ

●ダイエットエクササイズ…9/26 木 午前9時から、電話で健康増進センター℡68-1814 番へ

●ゲートボール大会・グラウンドゴルフ大会…10/10 祝までに、直接スポーツ課窓口（℡63-9241

番）へ

七

割
を

超
え

、

さ

ら
に

松
戸

市

で

生

ま

れ
育

ち
、

こ

の
街

を

ふ

る
さ

と

と
す

る

ニ
ュ

ー
フ

ァ
ミ

リ

ー
も

た
く

さ

ん
誕
生
し

て

い
ま
す

。

私

は
、
子

ど

も

か
ら

お
年

寄

り

ま

で
す

べ

て

の
皆

さ

ん

が
「
こ

の

街

が
好

き
≒

住

む
な

ら
松

戸
」

と

自

信
を

持

つ
て

い
た
だ

け

る
よ

う

な
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ

の
松

戸

ま

つ
り

が
、

潤

い

の
あ

る
市

民

生
活

の
発

展

や
地
域

の
産

業

振
興

に

役
立

つ
と
と

も

に

、
花

火

大
会

や

桜
ま

つ
り
と

同
様

に
松

戸
市

の
観

光

の
目
玉

の
一

つ

に
し

た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

松

戸

ま

つ
り

の

あ
り

方

に

つ

い

て

は
、「
会

場
を

移
し

て
他

の
地

域

で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
」
「
実
施
時

期

や
会

場

と
な

る

範
囲

、
催

し

物

等

を

検

討

し

て

ほ

し

い
」
と

い
う

ご
意
見
も

い
た
だ

い
て

お
り
ま

す
。

私

は
、

皆

さ
ん

か
ら

ご
意

見

や

ご
要

望
等

を

い
た

だ
き

、
種

々
検

討

し

て

、
「

松

戸

ら

し

さ
」

を

出

し

、

よ
り

大
勢

の
方

が
参
加

し

楽

し

ん

で

い
た

だ
け

る
松

戸
ま

つ
り

に

し
た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

ぜ
ひ
、

皆

さ
ん

方

に
松
戸

ま

つ

り

に

ご
参

加

い
た

だ

き
、

ご
意

見

や
ご

感
想

を
お

寄
せ

い
た

だ
き

た

い
と
存

じ
ま
す

。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
８
月
末

現
在
三
百
十
件
受
信
）
。

F
A
X
6
6
・
2
3
0
1
番

左
記
の
項
目
に
つ
い
て
、
気
楽

に
チ
ェ
ッ

ク
し

て
み
て
く
だ

さ

い
。
は
い
、
と

い
う
人
は
○
を
、

い
い
え

、
と

い
う
人
は
×
を
口

の

中
に
書
き
入
れ
て
、
最
後
に
○

の

数
を
合

計
し
ま
す
。

い
か
が
で
し
た
か
。

こ
の
よ
う
な
自
己
点
検
を
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー
チ

ェ
ッ
ク
と
言

い
ま

す
。
自
分
の
中
に
あ
る
「
女
だ
か

ら
、
男
だ
か
ら
」
と
い
つ
た
、
固

定
化
し
た
見
方
や
偏
見
の
度
合
い

を
み

る
方
法

と
し
て
行
わ

れ
ま

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
生
物
学

的
な
男
女
の
差
で
は
な
く
、
歴
史

的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら

れ
た
性
差
の
こ

と
で
す
。
「
女
と

は
、
男
と
は
」
と
い
う
考
え
は
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
○
の
数
を
数

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女性センターゆうまつど

℡64-8778番

○

が
５

個
以

下

の
人
・
：
男

女

の

性
差

に
こ

だ

わ
ら

ず
、

自
分

自

身

の
個

性

が
発

揮
で

き

る
よ
う

望

ん

で

い
る
男

女
平

等

型

の
人
と

言
え

る
で

し

ょ
う

。
家

庭

や
職
場

、

地

域
で

、
そ

の
感
性

を
生

か
し

て

い

く
よ
う

に
し

ま
せ

ん
か
。

○

が
６

～
1
0
個

の
人

…
ま

だ

社

会

的
な
男

女

の
役

割

が
払

拭
さ

れ

て

い
な

い
今
日

、

ジ

ェ
ン

ダ

ー
に

よ

る
見
方

に

縛
ら

れ
て

い
る

の
も

無

理

も

な

い
か

も
し

れ
ま

せ

ん

。

も
う

ひ
と

踏

ん
張

り
す

れ

ば
、

さ

ら

に
よ

い
人

間
関

係

が
で

き
る

で

し

ょ
う
。

○

が
1
1
個
以

上

の
人

…
女
（
男

）

と

は
こ
う

い
う
も

の

、
と

い
う

固

定
観

念

に
と

ら

わ
れ
て

い
る
よ

う

で

す
。
二

十

一
世

紀

の
新
し

い
女

性
と

男
性

の
生
き

方
を

探

る
た

め

に
、
も
う
少
し
柔
軟
な
考
え
方
が

大
切

か
も
し

れ
ま
せ

ん

。
　
　
　

□寝たきりになったら､男性よりも女性に世話してほしい

□親が倒れたら娘や息子の妻が退職して看病すべきだ□女は家庭、男は仕事で、世の中はうまくいく

□結婚をしたら女性は男性の姓に変えるのは当然だ□子どもが生まれたら女性は退職して育児をした方が良い□ピンクは女の子、ブルーは男の子の色だと思う
口男の子が料理したり編み物をするのはおかしい

□女の子は4年制の大学に行かなくてもよい

□提出物の保護者欄に父親の名前を書くのは当たり前だ□男は泣きごとを言わないものだ

□家計のやりくりは、女の役目だと思う

□.女の子はしとやかに､.男の子はたくましくが理想である

□PTA会長や町会の会長は男性の方がよい

□女性は男性と同じように昇進できないのは仕方がない

□デートのときは普通は男がおごるものだ

ジェンダーチェック

クロ ーズアップ
女と男　No.

2

平成 ７年度決算、

行政手続条例の制

定など２５件を審議

決
算
の
認
定

健康を楽しく考える「市民健康づくりの集い」

を10月26・27日に開催します。

今回は事前に申し込みが必要な催しについて

募集します。

皆さんの参加をお待ちしています。

※10月5日号で催しを紹介します。

市民健康づくり

の
集い参加者募集

申込方法

行 事 名 日 時 会 場 内 容 定員/ 費用

糖尿 病 会 食 会 110/26土

午前11 時～午後1 時

ニューオータニ

松戸店16 階

糖尿病患者とその家族を対象に、

糖尿病患者用に調理された料理
を会食し、医師・栄養士等が適
切なアドバイスを行います。

65 人

2,500 円

シ ルバ ーお楽し み

料 理教室
10/26 土･27( 日)

午前10 時～午後3 時
中央保健センター

65 歳以上の人たちとボランティ
ア団体との調理実習と会食会を行

います

各35 人

無料

ダイエットエクサ

サイズ

10/26 土

午後1 時30 分～３時
健康増進センター

軽いエアロビクスダンスの中に
チューブを使った筋力トレーニ

ングを組み込んだエクササイズ

40 人

無料

ゲートボール大

会

10/26 土･27 日

午前9 時～午後4 時
金ケ作公園野球場 1チーム８人の大会形式で行いま

す(年齢制限なし) 。

なし

無料

グラウンドコルフ

大 会

10/26 土

午前9 時～午後4 時
運動公園陸上 競技
場

個人戦（年齢制限なし） なし

無料

No24

10/26(土)

27(日)
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快適な環境をつくるために
あなたが今すぐにできることは？

市
で
は
生
活
環
境
を
良
く
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
川
や
空
気
の
汚
染
な
ど
改
善

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

あ
な
た
も
今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
管
理
課
企
画
調
整
係

定
期
的
に
環
境
測
定
を
実
施
し
て
い
ま

す

河川には、水質保全の目標として達成維持することが

望ましいとされる環境基準が定められています。市内で

この基準が指定されているのは、江戸川、坂川、新坂川

および国分川です。しかし、市内を流れるこれら河川の

水質（ＢＯＤ=生物化学的酸素要求量）は、依然として

この基準を超えています。

市では河川浄化のため、下木道の普及促進などさまざ

まな事業を行っていますが、より効果を上げるために次

のことにご協力ください。皆さんのちょっとした心掛け

で、川はもっときれいになります。

・飲み物や食用油を流さない工夫をしましょう。

・洗濯洗剤はきちんと計って使いましょう。

・浄化槽は定期的に点検・清掃をしましょう。

洗
剤
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う

市 で は、市 内 ４ヵ所 で大 気の 測定 を行っ てい

ます。 人の 健康 を保護 し、 生活 環 境を保全 する

う えで 維持 するこ とが 望 ましい 大気保 全 の環境

基 準 は、二 酸化 硫黄、 一酸 化炭 素、 浮遊粒 子状

物 質、 二酸化 窒 素、光化 学 オキ シ ダントの 五つ

の物 質 につ い て定 め られてい ます。

平 成 ７年 度の 大気 の状況 につい て は、二 酸化

硫黄 と一酸化 炭 素は環 境基 準を 達成し てい ます

が、 浮 遊粒 子状物 質 と光化 学 オキ シダ ント は ま

だ達成 してい ませ ん。

また、 二 酸化窒 素 につい て も、 上本 郷 の自動

車排 出 ガス 測定 局で は、環境 基準 が達 成さ れて

い ませ ん。

空気 を きれい にす るため には、 年々 増加 す る

自動車の排出ガス対策が必要ですが、私たちの

心 掛け で減 らすこ とが で き ます。

・バ スや電 車な どの 公共交 通機 関を利 用し 、 自

動車 の利 用は控 え めにし まし ょう。

・エ ンジ ンの空 ぶかし や急 加速 ・急 停止 はや め

まし ょう。

・ア イドリ ン グは短 くし まし ょう。

マイカー通勤を控え､電車･バス等
の公共交通機関を利用しましょう

地域の快適な環境を守るためには、地

域に住む人々の心掛けが大切です。他人

に迷惑をかけないよう、環境美化に配慮

した生活をしましょう。

・犬の散歩時の糞は、飼い主がきちんと

片付けましょう。

・空き地の所有者は管理をきちんとしま

しょう。

・ごみのポイ捨てはやめましょう。

白
井
聖

地
公
園

墓
地
使

用
者
を

募
集
し

ま
す

申
し
込
み
…
９
月
2
8
日
土
～
3
0
日

月
、

午
前
９

時
～

午
後
４

時

の
間
に

市

役

所
本
館

二
階

大
会

議
室

・
白
井

聖
地
公

園

管
理
事

務
所

で
受

け

付
け

ま
す
。
申
込
申
請
書
・
所
定
の
ハ
ガ
キ

（
切

手

貼
付

）・
印

鑑

・
家

族

全
員

の
住

民
票

（
本

籍

・
住

所

・
氏
名

・

世
帯

主

・
続
柄

が
記
載

さ

れ
て
、
平

成
８

年
９

月
２
日

以
降

に
発
行

さ

れ

た

も
の
）

を
持

参
し
て

く
だ

さ

い
。

申
し
込
み
で

き
る
人
：

市

内

ま
た

は

白
井
町

に

一
年
以

上
居
住

し
て

い

る
人
で

、
白
井

聖
地
公

園
を

使
用

し

て

い
な

い
人

申
込
み
案
内
書
の
配
布
・
：
９
月
3
0

日

月
ま

で
、
市

役
所

・
各
支

所

・
白

井

聖
地
公

園

管
理
事
務

所

・
白
井
町

役

場
で

抽
選

…
1
0月
1
4
日
月

午
前
1
0
時

か

ら

（
芝

生
墓
地

は
午

後
１

時
1
5分

か

ら
）
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室
で

※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
。

募
集
区
画
数
と
使
用
料
・
管
理
料

種 別 向き 区分 区画数 使 用 料 管 理 料

普通墓地

(5㎡)

133 区画

東向
焼骨 60

468,000 円
年額4,800 円

※4年4ヵ 月分
一括前納額

21,424 円
(消費税含む)

※次回更新時
からは 、５

年度分－括

前納

※カロート代
24,000 円

一般 ５

西向
焼骨 63

418,000 円
－ 般 ５

芝生墓地

(4 ㎡)

50 区画

東向
焼骨 20 368,000 円

(カロート代含む)－ 般 ５

西向
焼骨 20 328,000 円(カロート

代含む)－ 般 ５

緑
地
管
理
課
白
井
聖
地
公
園
係

電
気
の
安
全
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

財
関
東
電
気
保
安
協
会
で
は
、
電

気
事
業
法
に
基

づ
き
四
年
に
一
回
、

皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
て
電
気
の

安
全
に
つ
い
て
、
無
料
で
点
検
と
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
表
の
予
定
で
調
査
を
行

い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
写
真
入
り
名
札
・
身

分
証
明
書
を
所
持
し
、
電
気
器
具

の
販
売
や
金
銭
を
請
求
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
セ
調
査
員
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

財
関
東
電
気
保
安
協
会
京
葉
事
業

本
部
調
査
部
℡
０
４
７
４

・
4
4・
6

7
8
1
番

10 月

和名ケ谷・稔台・

日暮五丁目・常盤

平西窪町

１１月

和名ケ谷・稔台・

日暮四丁目・松戸

新田

12月

和名ケ谷・稔台・

松戸 新 田 ・ 野 菊

野･ 胡録台

平
成
７
年

度
の

定
期
監
査
及
び

財
政
援
助
団
体
等

監
査

結
果
の
概

要
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
１
年
9
月
5
日
　
　

松
戸
市

監
査

委
員

阿
部
芳

徳

原
島
康
廣

関
川
和
則

染
谷
建
治

記

〔
定
期

監

査
〕

Ｏ
監
査
の
対
象
＝
教
育
奮
貝
会
（
教

育
総

務
部

、
学
校

教
育

部
、

社
会

教

育
部
並
び
に
高
木
、
稔
台
、
根
木
内

の

各

小

学

校

及

び

第

一

中

学

校
）
、

消
防

局
、
国

保
松

戸
市

立
病

院
、
福

祉
医

療
セ

ン
タ

ー
東
松

戸
病

院
、
福

祉
医

療
セ

ン
タ

ー
老
人

保
健

施
設
梨

香
苑

、
木
道

部

○

監

査
対

象

事
項
＝
配

当

予
算

の
執

行
状
況

、
委
託

料

の
事

務

処
理
状

況
、

財
産

・
備

品
の
維

持
管

理
状
況

（
共

通

事
項

）
、
学

校

に

対

す

る
予

算

配

分
及

び
執

行
状
況

、
学

校
用

物
品

等

の

共
同

購

入

状

況

（
財
務

課

）
、

学

きれいな川にするために

きれいなまちをつくるために

きれいな空気を取り戻すために

監
査

結
果
の
公
表



広報ま つ ど １９９６年(平成８年)９月２５日

環境用語をいくつ知っていますか？

騒音とは、好ましくない音、不快な音として、一般的にはない方が

よいものといわれています。しかし、好ましいか好ましくないかは、

個人によって心理的、感覚的な基準が異なるため、その対応は難しい

ものとなっています。また、騒音は、日常生活での会話や安眠を妨害

するなど、生活環境に最も身近な問題のため、市に寄せられる苦情の

件数も全体の約50％となっています。

最近の傾向としては、工場・事業場からの騒音等の苦情は減少し、

建設土木工事や深夜飲食店のカラオケが騒音苦情の半数以上を占めて

います。

また、住宅地でのピアノやクーラーの室外機の音なども、苦情とし

て寄せられることが多くなっています。

静かな生活環境をつくるために、自分の出している音が周りに迷惑

を掛けていないか注意しましょう。

５つ以上は合格
問　題

環

境

問
題

の
専

門
家

の

間
で

よ
く

使

わ

れ
、

ま
た

、

新
聞

な
ど
で

も

取

り
上

げ

ら
れ

る
環

境
に

関

す
る

用
語

に
次

の

よ
う
な

も
の
が

あ
り

ま
す
。

あ
な

た
は

、

い
く

つ
知

っ
て

い
ま
す

か
？五

つ
以

上
知
っ
て

い
れ
ば
合

格
で
す

。

Ｑ１．リサイクル運動

Ｑ２．酸性雨

Ｑ３．地球温暖化現象

Ｑ４．オゾンホール

Ｑ５．アオコ

Ｑ６．ダイオキシン

Ｑ７．エコマーク

Ｑ８．アースデー

Ｑ９．デポジット制度

Q10. ナショナルトラスト

自
分
に

は
心
地
よ
い
音
で

も
、
他

人

に
と
っ
て
は

騒
音
の
場

合
が
あ

り
ま
す

・ピアノを弾く場合は周囲の環境を

確認しましょう。

・クーラーの室外機や給湯機の音が

周囲の迷惑となっていないか確認

しましょう。

快
適
環
境
の
実
現
に
向
け
て

環
境
基
本
計
画
を
策
定

私

た
ち

の
生
活

に
必
要

な
資
源

や

エ
ネ

ル

ギ
ー
の
大

量
消

費
、

ラ
イ

フ

ス

タ
イ
ル

の
多
様

化
は

、
環

境
に
大

き

な
影

響

を
与
え

て

い
ま
す

。
日
常

生
活

に
よ

っ
て
起

こ

る
環
境
問

題

や

酸
性

雨

・
温
暖
化

な
ど

の
地

球
的
規

模

の
環
境

間
題

は
、
多

く

の
人
た
ち

が
関

心
を

持

っ
て

い
ま

す
。
し
か

し
、

そ

の
対
応

は
、

ま
だ
こ

れ
か

ら
と

い

う

状
況
で

す
。

市

で

は
、
松
戸

市

の
将
来

の
あ

る

べ
き
姿
を

想

定
し
、

そ

の
実

現
に
向

け
て

、
新

総
合

計
画

を
作

っ
て

い
ま

す

。
そ

の
計
画

を
環

境
サ
イ

ド
か

ら

推

進
し

、
よ
Ｉ

良

い
快
適
環

境
を

実

現

す
る

た
め

の
指
針

「
環

境
基
本

計

画
」

を
平

成
９

年
度

に
策
定

す

る
予

定
で
す

。

そ

の

た

め

市

民
三

千

人

を

対

象

に
、
環

境

に
関
す

る

ア
ン

ケ
ー
ト
を

実
施
し

ま
し

た

。
ご
協

力
あ
り

が
と

う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

こ

の
結
果

を
基

本
計
画

に
反

映
し

て

い
き
ま

す
。

環

境

に

関

す

る

活

動

に

ご

参

加

く

だ

さ

い

市

で
は

、
環

境
学
習

の

一
環
と

し

て

、「
星

空
観

察
」「
あ
お

ぞ
ら
観

察
」

「
雨

の
酸
性

度
チ

ェ

ッ
ク
」
「
ア

サ
ガ

オ

に
よ

る
大
気

環
境

学
習
」

の
各

種

活
動

を
行

っ
て

い
ま
す

。

実

施

時

期

・
内

容

等

に

つ

い
て

は
、
環
境

管
理

課

へ
お
間

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

地
下
水
汚
染
地
区
で
汚
染

物
質
の
除
去
と
拡
散
防
止

の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

市

内
全
域
の
水
質
調
査
を
実
施
し

た
と
こ

ろ
、
有
機
塩
素
系
化
合
物
に

よ
る
地
下
水
汚
染
が
、
和
名
ケ
谷
・

稔
台
地
区
、
松
飛
台
地
区
、
紙
敷
地

区

、
六
実
地
区
、
栗
山
地
区
、
松
戸

地
区
お
よ
び
二
十
世
紀
が
丘
地
区
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

汚
染
さ
れ
て
い
る
地
区

で
地
下
水

を
飲
用
す
る
場
合
は
、
煮
沸
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
上
水
道
へ
の
転
換

を
図
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
和
名
ケ
谷
・
稔
台
地
区
お

よ
び
松
飛
台
地
区
で
は
、
地
下
水
汲

み
上
げ
処
理
施
設
を
設
置
し
、
そ
の

他
の
地
区
で
も
そ
の
地
域
の
状
況
に

合
っ
た
対
策
で
、
汚
染
物
質
の
除
去

と
拡
散
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

答　 え

A1. これまでゴミとして捨ててきたものをできる限り資源として再利 用し ようとする運動

のことです。リサイクルショップ やりサイクルフ ァッションを生み、1991 年には 、再資源

利用法が成立し ました。皆さ んもりサイクルにご 協力を！

Ａ２．硫酸や硝酸を含んだ強い酸性の雨が降る現象です。工場や自動車から出された硫黄

酸化物や窒素酸化物が雨に溶けて降るものです。石造建築物の溶解、森林や農作物の枯死、

湖沼の酸性化、健康被害などの被害があります。自動車の利用は控えめに！

Ａ３．二酸化炭素などの温 室効果ガスが増加 することにより、地球の気温が高まる ほか、

これに伴い、自然や生活環境に悪影響が生じる現象です。温暖化に伴い海水が膨張し海

面上昇が見込 まれています。冷暖 房の湿度に気を付けて ！

Ａ４．南極で春にあたる10月頃に、成層圏オゾン層の濃度が通常の半分程度まで急激に

減る現象です。オゾン層は、太陽光線に含まれる紫外線の大部分を吸収する働きをもって

います。このオゾン層が破壊されると紫外線が地表に降り注ぎ、皮膚ガンの増加など健康

被害が起きるといわれています。オゾン 層破壊の原因とし ては 、フロンガスがあげられて

います。

A5.一般的に、湖沼が生活排水等に含まれる栄養塩類で富栄養化し、窒素、リン酸が過

多になり 、温度など の条件が満たさ れると植物プ ランクトンなどの生物が異常発生し 、固

まりになります。これがアオコです。魚介類などの大量死を招く原因ともいわれ、手賀沼

が有名です。家庭の排水に気配りを！

Ａ６．ポリ塩化ジベンゾダイ オキシンの略称で 、他に例をみな い猛毒物質で す。ベトナム

戦争で使用された枯れ葉剤に含まれていたため、多くの人に被害を与えたことが知られて

います。

Ａ７．環境庁が考案したもので、環境保全に役立つ商品に付けられてい　

て商品の選択に役立っています。例えばフロンを使わないスプレー

や廃木材再利用製品などにエコマークが表示されています。エコマーク　　　'

を探そう ！

A8.アースデーとは、アメリカの市民団体のリーダーが、1970年、環境保護を呼びかけ

て行動を起こしたのが運動の始 まりで、その後全世界に広まり、さ まざ まな運動へと展開

しています。毎年４月22日がアースデーとなっています。

Ａ９．資源リサイクルと環境美化のため、缶の預かり金を上乗せして販売し 、空き缶を返

せば預かり金を返すという制度です。アメリカのオレゴン州などで法制化されています。

空き缶は指定されたごみ箱へ！

A10. 破壊さ れていく 自然環境や歴史的環境などを住民等が買い取ることにより 、それら

を保存していくことです。大きく分けて、森林や湿原などの自然を保存するタイプと最近

増えてきた都市部の緑地を保存するタイプがあります。

校

施

設

・
用

地

の

維

持

管

理

状
況

（
施
設

課
）
、
使
用

料

・
保
育

料
等

の

収

納
状
況

、
教

職
員
及

び
児

童

・
生

徒

の
状
況

、
就
学
奨

励

の
処
理
状

況
、

校
外

指
導

施
設

の
運

営
状
況

（
学

務

課

）
、

児

童

・
生

徒

の

保
健

対

策

の

状

況

（
保
健

体

育

課

）
、
社

会

教

育

関

係
団

体
に
対

す

る
育
成
指

導
状
況

（
社

会
教

育
課

）
、
体
育

施
設

の
管

理

運

営

状

況

（
ス

ポ

ー
ツ
課

）
、
社

会

教
育
施

設

の
管

理
運

営
状
況

（
公

民

館

・
図

書
館

・
文
化

ホ

ー
ル

・
青

少

年

芸
館

・
戸
定

歴
史

館

・
市

立
博

物

館

）
、
少

年

の
非

行

防

止

と

健
全

育

成
状
況
（
少
年
セ
ン
タ
ー
）
、
備
品

（
図
書

を
含

む
）
台

帳

の
整
備

状
況

、

実
験
用

劇
毒

物
等

の
受

払

い
及

び
保

管

状
況

、

寄
附
受
入

れ

の
事
務

処
理

状
況

（
各
小

・
中

学

校

）
、

証
紙

の

受

払

い
状

況

、
予

防

査

察

の
状

況

、

火
災

・
救

急
及

び
そ

の
他
の
災

害
出

動

の
状
況

、
財

政
的
援
助

に

係
る
事

務

処
理

状

況

（
消

防

局

）
、

業
務

の

経
営

管
理

状
況

（
国
保

松
戸
市

立
病

院

・
福
祉

医
療

セ
ン

タ
ー
東
松

戸
病

院

・
福
祉

医
療

セ
ン

タ
ー
老

人
保

健

施

設
梨

香

苑

）
、

水
道

料

金

の

収
納

状
況

（
水

道
部
）

○

監
査

の
期

間

―
平
成

８
年

３

月

２

日

か
ら
平

成
８
年

６
月

６
日

ま
で

Ｏ

監

査

の

結

果
＝
監
査

の

結
果

は
、

お

お
む
ね

適
切

と
認

め
ら

れ
た
。

な
お

、
国
保

松
戸
市

立
病

院

の
定

期

監
査

に
つ

い
て
は

、
地
方

自
治
法

第

一
九

九
条

の
二

の
規
定

に
基

づ
き

監

査
委

員
阿

部
芳

徳
を
除
斥

し
、

監

査

を
執
行

し
た

。

〔
財
政
援
助
団
体
等
監
査
〕

○
監
査
対
象
団
体

１
）
財
政
的
援
助
を
与
え
て
い
る
も
の

の
う
ち
、
社
会
教
育
部
社
会
教
育
課

に
係
る
次
の
団
体

財
団
法
人
松

戸
市
支
化
振
興
財
団

２
）
出
資
し
て
い
る
も
の
で
政
令
で
定

め
る
も
の
の
う
ち
、
企
画
部
政
策
企

画
室
に
係
る
次
の
団
体

財
団
法
人
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

○
監
査
対
象
事
項
＝
補
助
・
出
資
事

業

が
補
助
・
出
資
目
的
に
そ
っ
て
適

切
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
補
助
・

出
資
事
業
に
係
る
経
理
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
事
業
目
的
に
そ
っ

て
効
率
的
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
、

以
上

の
事
項

を
重
点
に
監
査

を
実

施
。

○
監
査
の
期
間
―
平
成
８
年
５
月
９

日
か
ら
平
成
８
年
８
月
７
日
ま
で

○

補
助
目
的
・
効
果

財
団
法
人
松
戸
市

又
化
振
興
財
団

―
市
民

の
芸
術
文
化
活
動
を

高
め
、

市
民
自
ら
が
新
し
い
文
化
を
創
造
す

る
環
境
の
醸
成
と
基
盤
の
充
実
に
資

す
る
た
め
に
設
立
し
、
よ
り
魅
力
的

な
活
力
あ
ふ
れ

る
「
郷
土
ま
つ
ど
」

づ
く
り
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
同
財
団
へ
の
補
助
は
、
財
団

の
円
滑
な
る
管
理
運
営
に
要
す
る
経

費
と
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ
、
十
分

効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

財
団
法
人
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

＝
市
の
歴
史
、
文
化
、
そ
の
他
の
特

性
を
生
か
し
た
国
際
交
流
活
動
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
レ
ベ
ル
の
相

互
理
解
と
友
好
親
善
を
深
め
、
も
っ

て
普
遍
的
な
国
際
平
和
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
同
法
人
へ
の

出
資
は
、
同
法
人
の
円
滑
な
る
管
理

運
営
に
要
す
る
資
金
と
し
て
有
効
に

利
用
さ
れ
、
十
分
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。

○
監
査
の
結
果

財
団
法
人
松
戸
市
文
化
振
興
財
団

＝
事
業
運
営
及
び
補
助
事
業
に
つ
い

て
は
補
助
自
的
に
そ
い
運
営
さ
れ
て

い
た
が
、
収
支
の
会
計
経
理
に
係
わ

る
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
公

益
法

人
会
計
基
準
に
従

っ
た
複
式
簿
記
を

採
用
し
て

い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
伝

票
の
記
載
誤
謬
及
び
帳
簿
へ
の
記
載

漏
れ
等
一
部
不
備
が
見
受
け
ら
れ
た

の
で
、
今
後
の
会
計
経
理
に
当
た
っ

て
は
適
正
な
事
務
処
理
が
な
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

財
団
法
人
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

＝
収
支
の
会
計
経
理
に
係
わ
る
事
務

処
理
及
び
帳
簿
並
び
に
証
拠
書
類
等

は
、
お
お
む
ね
適
切
で
、
補
助
目
的

に
そ
い
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

静かなまちをつくるために
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チャンネル

女
性
大
学
講
座
「
女
性
が
社
会

に
翔
た
く
時
」
パ
ー
ト
Ⅱ

1
0月
1
1日
～
1
1月
2
2日
の
毎
週
金

曜
日

（
全
七
回
）
、
午
前
1
0時
～
正

午
　
会

場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ

ど
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
　

内
容
「
共
働

き
家
庭
で
の

女
・
男
の
役
割
」
「
セ
ク
ハ
ラ
っ
て

何
？
・
」
ほ
か
　

講

師
立

教
大
学
講

師
・
長
谷
幸
江
氏
、
女
性
間
題
研
究

家
・
駒
野
陽
子
氏
、
「
セ
ク
ハ
ラ
の

主

役
た
ち
」
著
者

・
金

子
雅
臣
氏

定

員
先
着
三
十
人
　
費
用

無
料

※
保

育

あ
り

。（
二

歳
以
上

、先

着

十
人
）

申
電
話
で
矢
切
公
民
館
℡
6
8
・
1
2

1
4
番
（
月
曜
休
館
）
へ

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。　

市役所の代表電話は　　66-1111番
代表FAXは　　 63-3200番

講
座
・
講
演

母

子

家

庭

対

象

ワ

ー

プ

ロ

・

簿

記

講

習

会

ワ

ー

プ

ロ

Ａ

コ

ー

ス

＝
1
0
月

３

日

木
・
４
日
金
・
７
日
月
・
１
１
日
金
、
午

前
９
時
3
0
分
～
午
後
ｏ
時
3
0
分
、
Ｂ

コ
ー
ス
＝
1
0
月
2
3
日
水
・
2
4
日
木
・

2
5
日
金
・
2
8
日
月
、
午
後
１
時
3
0
分

～
４
時
3
0
分
（
Ａ
・
Ｂ
の
両
方
に
参

加
で
き
る
人
）
　
簿
記
（
日
商
簿
記
三

級

受

験

講

座

）
９

月
2
5

日

～
1
1
月
1
1

日

の
毎

週

月

・
水

・
金

曜

日

、

午

前

９
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
（
全
二
十
回
）

会

場

松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

テ
ク
ノ
2
1
（
小
金
原
一
の
一
九
の
三
）

定
員
各
十
人
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽

選

）
　

費

用
無

料

申
９
月
3
0
日
月
ま
で
に
、
電
話
で
福

祉

事

務

所

福

祉

係

へ

家

庭

教

育

学

級

合
同

講
演

会

1
0月
８
日
火
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
市
民
会
館

内
容
「
家
庭
と
し

つ
け
」
講
師
明
星
大
学
教
授
・
岡
田

正
章
氏
　
費

用
無
料

問
矢
切
公
民
館
℡
6
8
・
1
2
1
4
番

ビ

デ

オ

編

集

講
座

①
初
級
1
0月
４
日
金
～
６
日
日

、

午
前
の
部
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
、
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0

分

②
中
級
1
0月
５
日
土

・
６
日
日

、

午
後
１
時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分

定
員
①

各
日
六
人
②
各
日
一
人
（
い

ず
れ
も
先
着
順
）
会
場
森

の
ホ
ー
ル

2
1情
報
セ
ン
タ
ー

内
容
自
分
で
撮

影
し
た
ビ
デ
オ
に
タ
イ
ト
ル
・
音
楽

な
ど
を
入
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

作
る
　
持
ち
物
自
分
で
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
と
新
し

い
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
　
費
用

無
料

申
1
0月
３
日
木
ま
で
に
、
電
話
で
森

の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー
℡
8
4・

5
0
5
0
番
へ

だれでも楽しく 簡単に編集できます

講

演

会
「

七

カ

国

語

で

話

そ

う

」

①
1
0
月
８
日
火
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
Ｏ
時
3
0
分
②
1
0
日
祝
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分
会
場
①
馬
橋
市

民

セ

ン

タ
ー

②

新
松

戸
市

民
セ

ン
タ

ー
　

講

師

①

言

語

交

流

研

究

所

主

事

・

金

子
信

行

氏

②

同

研

究

所

理

事
・
鈴
木
堅
史
氏
費
用
無
料

※
託
児

あ
り
（
無

料
）
。

申

電
話

で
ヒ
ッ

ポ
フ

ァ
ミ

リ

ー
ク

ラ

ブ
松
戸

講
演
会

係

℡
0
3・
３
４

６
７
・

6
1
5
1
番
へ

中

央
学

院

大

学

オ

ー
プ

ン

カ

レ

ッ

ジ

開

講

記

念

講

演
会

1
0
月
1
7
日
木
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
　

会

場
中

央

学

院

大
学
（
我

孫

子

市

）

内
容

講

演
「
市
民

運
動

と

ア
ム

ネ

ス

テ
ィ
」
　
　
講

師
ア

ム
ネ

ス
テ
ィ

日
本
支
部
長
・
イ
ー
デ
ス
ー
ハ
ン
ソ

ン
氏
　

定
員
三

百

人

（
応
募
者

多
数

の
場

合
は
抽

選
）
　
費
用

無

料

申
1
0
月
７
日
月
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名
（
フ

リ

ガ
ナ
）・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
1
1

我
孫
子
市
久
寺
家
四
五
一
中
央
学
院

大
学

ア

ク
テ
ィ

ブ
セ
ン

タ

ー

（
℡
０

４

７

１

・
8
3
・
6
5
2
9

番

）
　へ

ふ

れ

あ

い

教

室

（
太

極

拳

・

英

会

話

）

1
0月
2
3日

～
１

月
2
9日

の
毎

週
水

曜
日

（
1
2月
2
5
日

・
１
月

１
日

・
１

月
1
5
日

を

除

く

、
全

十
二

回
）
、
午

後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分
　
会
場
勤

労
会

館

対

象

市
内
在

住

・
在

勤

の

勤
労

者
　

定
員
太

極
拳
五

十
人

、
英

会
話
二

十
人
　

費
用

無
料

申
1
0月
１

日
火
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
往

復

ハ
ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・

電
話
番

号

・
勤
務

先

・
講
座
名

を
記

入

し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市

根
本
三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所

商
工

観
光
課

労
政

係

（
℡
6
6
・
7
3
2
7

番

）

へ

東

洋

学

園

大

学

公

開

講

座

「

続

・

国

際

化

の

時

代

を

生

き

る

」1
0月
1
2日

、
1
1
月
９
日

、
1
2
月
1
4

日

、

１
月
1
1
日
、

各
午

後
１
時

～
２

時
3
0
分
会
場
東
洋
学
園
大
学
（
流

山
市

鰭

ケ
崎
）
　

定

貝
先

着
百
人

費

用
千
円

申
1
0
月
３
日
木
～
９
日
水
の
間
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

電
話
で
〒
2
7
0
-
0
1
流
山
市
鰭
ケ
崎
一

六
六

〇
東

洋
学
園

大
学

℡
０
４

７

１

・
5
0
・
3
0
0
1

番

へ

き

も
の

着

付

け

と

帯

結
び

講

習

①
1
0月
1
2日
土
②
1
0月
1
6日
水
③

1
0
月
2
0
日
日
、
各
午
前
９
時
～
午
後

１
時

会
場

①
馬

橋
市
民
セ
ン
タ
ー

②

③
小

金
原
市
民
セ

ン
タ
ー
　
持

ち
物
看
物
帯
小
物
一
式
　
費
用

千
円

問
小
金
原
文
化
の
会
・
安
達
℡
4
3
・
6

8
9
8
番

初

級

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室1
0月
1
5
日

～
1
2月
1
7
日

の
毎

週
火

曜
日

（
全

十

回
）
、
午

前
1
0
時

～
正

午
　

会
場
市

社
会
福

祉
協

議
会

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

セ
ン

タ
ー
　

対

象
市

内
在

住

の
手

話

未

体

験
者
（
全

回
参

加
可

能
な
人
に

限
る
）

定

員
三
十
人

（
応

募
者

多
数

の
場

合
は
抽

選
　

費
用

テ

キ
ス

ト
代
九
百

円

９
月
3
0
日
月
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本

町
一
四

の
二

第

一
生
命

ビ
ル
内

社
会

福
祉
協

議
会

「
初

級
手
話

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

養
成

教
室
」

係

（
℡
6
2
・
5
9

6
3
番

）

へ

あ

な

た
の

健

康

頚
肩
腕
痛
に
つ
い
て

首
お
よ
び
肩
の
骨
や
軟
骨

・
じ

ん
帯
な
ど
が
、
変
形
し
た
り
、
硬

く
な
っ
た
り
、
つ
ぶ
れ
た
り
し
て
、

屑

屑
腕
領
域
の
神
経
を
圧
迫
す
る

と
多
様
な
症
状
が
出
ま
す
。

そ
の
症
状
は
首

・
肩

・
腕
な
ど

の
痛
み
、
こ
わ
ば
り
、
し
び
れ
な

ど
の
自
覚
症
状
の
ほ
か
に
、

一
定

の
姿
勢
や
肢
位
で
痛
み
が
増
減
す

る
、
あ
る

い
は
首

が
回
ら
な
い
な

ど
の
運
動
障
害
、
さ
ら
に
自
律
神

経
の
症
状
と
し
て
の
頭
痛
、
吐
き

気
、
め
ま

い
な
ど
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
も
鈍
痛
、

激
痛
、
限
局
性
の
も
の
、
放
散
性

の
も
の
と
極
め
て
多
彩
で
す

。

こ
れ
ら
の
疼

痛
は
多
く
の
場
合

緩
徐
な
進
行
性
の
変
化
に
よ
っ
て

起
こ

っ
て
き
ま
す
の
で
、
慢
性
の

経
過
を
示
す
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
外
傷
な
ど
を
契
機

と
し
て
、
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

か
の
多
く
の
疾
患
で
も
現
れ
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
と
の
識
別
が
肝
要

に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
変
性

け
い
　
　
よ
う
つ
い

に
よ
る
頚
部
の
脊
椎
症
・
関
節
リ

ウ
マ
チ
な
ど
の
炎
症
に
よ
る
も
の

・
腫
瘍
に
よ

る
も
の
・
頚
部
ね
ん

挫
な
ど
の
外
傷
に
よ
る
も
の
・
胸

郭
出
口
症
候
群
な
ど
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
最
近

の
診
断
技
術
の

向
上
で
比
較
的
容
易
に
見
分
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
整
形
外
科

的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
脳
神
経

外
科

・
神
経
内
科
・
耳
鼻
咽
喉
科

の
疾
患
な
ど
で
も
起
こ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
科
の
受
診
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

225

ロ
・
バ
ソ
コ
ン
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う

な

、
前

傾
姿

勢

の
ま

ま
根

を

詰
め

る
手

仕
事

で

は

、
時

々
立

ち

上

が
っ
て

背
伸

び
を
し

た

り
、

ス

ト

レ

ッ

チ

体

操

を

し

た

り

し

て

、

筋

肉

を
リ

ラ

ッ

ク
ス

さ
せ

る
こ

と

が
必
要

で

す

。

ま

た

、
ス

ポ

ー
ツ
で

首

に
強

い

力

が
加

わ
っ
て

起

こ

る
こ

と
も

多

い

の
で

、
サ

ッ

カ
ー

の
ヘ

デ
イ

ン

グ

ー
ラ

グ
ビ

ー

・
ア

メ
リ

カ
ン

フ

ッ
ト

ボ

ー
ル

な
ど

は
成

長

期

の
子

ど

も

に

は

良

き

指

導

者

が

必

要

で

、
練
習

の
や

り
過

ぎ
等

に
注

意

し

な

が
ら
行

う

べ
き

競
技

で

あ

る

と
言
え

る
で
し

ょ

う

。

治

療
法

は
局

所

の
安

静

・
理

学

療
法

・
薬

物
療

法

・
神

経

ブ
ロ

ッ

ク

な
ど

が
あ
り

ま

す

。

（
松
戸

市
医

師
会

）

識

別

が

大
切

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
症
状
は
ほ

ス
ポ
ー
ツ

イ
ン

デ

ィ

ア

カ

ー
ソ

フ

ト
バ

レ

ー

ボ

ー
ル

教

室

1
0月
５
日
土
午
後
７
時
～
９
時

会
場
常
盤
平
体
育
館
　
費
用

無
料

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
具
・
宍
戸
℡
8
9・
8

4
1
5
番

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

1
0月
４
日

～
2
5
日

の
毎

週

金
曜
日

（
全
四

回
）
、

午
前
1
1
時
～

午

後
１

時

会
場
和

名

ケ
谷

ス

ポ
ー
ツ

セ
ン

タ

ー

定
員
先
着
三
十
人
費
用
無
料

申
当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
渡
部
℡
9
1
・
1

5
4
7

番

ま

ず
は

予

防

を

改
善
の
基
本
は
医
師
に
よ
る
診

断
と
指
導
や
治
療
で
す

が
、
症
状

を
悪
く
す
る
動
作
を
や
め
る
こ
と

だ
け
で
も
、
改
善
す
る
こ
と
が
か

な
ひ
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は

日
常
生
活
で
の
姿
勢
を
良
く
す
る

こ
と
で
す
。
た
と
え

ば
、
ワ
ー
プ

な
ぎ

な
た

教
室

1
0月
４
日
～
1
2月
６
日
の
毎
週
金

曜
日

（
全
十
回
）
、
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
運
動
公
園
剣
道
場
　
費

用

保
険
料
千
三
百
円

申
当
日
会
場
で

問
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟

・
野
口
℡

4
5・
0
4
1
0

番

江
戸
川
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
満
開
で
す

今
、
江
戸
川
の
お
花
畑
で
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
満
開
で
す
。

休
み

の
日
に

は
、
家
族

連
れ

な
ど

が
訪

れ
、
河
川

敷

や

土
手
を
散
策
し
た
り
コ
ス
モ
ス
の
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

問

川
を

き

れ
い
に
す

る
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
月
中
は

楽
し
め
ま
す
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お
知
ら
せ

東

松

戸

病

院

で

脳

ド

ッ

ク

を

開

始

し

ま

す

脳
卒

中

や
痴
呆

な
ど

の
脳

の
疾

患

を
早
期

に
発

見
し
て

治

療
や
予

防
を

行

つ
た
め

、
1
0月

か
ら
日

帰
り

の
脳

ド

ッ
ク
を

実
施
し

ま
す

。

実
施
日
第
二
・
第
四
水
曜
日
の
午

前
８
時
3
0
分
～
午
後
１
時
3
0
分
　
定

員
各
二

人
（
予
約

制
）
　
費

用

五
万
五

千
円

（
消

費
税

別
）

電
話

で
市

立
東
松

戸
病

院
総
務

課

医
事

係

℡
9
1
・
5
5
0
0

番

へ

海

外

技

術

者

研

修

生

受

け

入

れ

ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー

募

集

1
0月
2
6
日
土

～
2
7
日
日

〔
一
泊

二

日

〕
　
内

容

財
海
外

技
術

者
研
修

協

会
（
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）
の
研
修
生
三
十
人

（
十

一
力
国

）
の
ホ

ー
ム
ス

テ
イ
　

報

奨
な
し

申

直
接

ま
た
は
電

話
で
財
松

戸
市

国

際
交

流
協

会
（
市

役
所

新
館
五

階
）へ

東

松

戸

病

院

精

神

科

外

来

診

療

受

付

時

間

を

変

更

し

ま

す

変
更
期
日
1
0
月
か
ら
診
療
受
付

時
間
月
・
火
・
金
曜
日
＝
午
前
８
時
3
0

分
～
1
1
時
、
木
曜
日
＝
午
後
１
時
3
0

分
～

４
時

問
一
市

立
東
松
戸

病
院
総

務
課

医
事

係

ｔ
9
1
・
5
5
0
0

番

古

ケ

崎

浄

化

施

設

前

で

水

質

事

故

対

策

訓

練

を

行

い

ま

す

1
0月
３

日
木

午
前
1
0
時
か
ら

（
小

雨

決
行

）
　

会
場

舌

ヶ
崎

浄
化

施
設

付

近

の
河
川

敷

（
松

戸
三

郷
有

料

橋

下

）
　

内

容
建
設

省

や
一
都

七
県

な

ど
で

構
成

す
る
関

東
地

方
水
質

汚

濁

対

策

連
絡

協
議
会

主
催

で
、

坂
川

に

市

内
の
工
場

か

ら
有
害

物
質

流
出

の

想

定
で
、

採
水
分

析

・
浮
上

魚

の
回

収

・
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
等

の
布

設

な
ど

の
訓

練

（
終
了

後
、
地

域

の
諸
団

体

の
活

動
状
況

パ
ネ

ル
展
示

等

あ
り

）

問

環

境
保

全
課
水
質

保

全
係

文
化

ホ

ー
ル

ギ
ャ

ラ

リ

ー
の

使

用
受

付

1
0
月
１
日
火
午
前
1
0
時
会
場
文

化
ホ
ー
ル
講
座
室
　
使
用
期
間
１
月

５
日
日
～
３
月
3
0
日
日
持
ち
物
使

用
料

・
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
証

（
該
当
団
体
の
み
）

文
化
ホ
ー
ル
℡
6
7・
7
8
1
0

番

お
は

な

し

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ

ル

出

演

者
募

集

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
人
形
劇
・

紙
芝
居
・
絵
本
の
見
せ
語
り
な
ど
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
演
じ
て
く
れ
る
個

人
・
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

※
人
形
劇
セ
ッ
ト
な
ど
は
無
料
で
お

貸
し
し
ま
す
。

公
演
日
1
1月
1
6日
土
・
1
7日
日

会
場
青

少
年
会
館

申
電
話
で
財
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
℡
4
4・
3
0
3
7

番
へ

坂

川

音

頭

・

坂

川

物

語

募

集

松

戸
市

を
代

表
す

る
河
川
「
坂
川

」

が
市

民
に
親
し
ま

れ
る
よ

う

に「
坂
川

音
頭
」
と
「
坂
川
物
語
」
の
脚
本
を
募
集

し
ま

す
。

募

集
期
限
1
1
月
1
5
日
金

問
　
坂
川
に
清
流
を
取
り
戻
す
会
・
秋

山

℡
6
2
・
9
3
3
7

番

-
7
0
1
3
／
6
0
R
1
4
）
三
千
円
◆
三
段
階

折

り
た

た
み

式
ス

タ
ン

ド
ア
イ

ロ
ン

台

三
千

円
◆

ガ
ラ
ス
水

槽
五
千

円
◆

き
じ

の
は
く

製
三
千

円
◆

敷

き
ふ
と

ん
三
枚

四
千

円
◆

マ

ッ
ト
レ

ス
二
枚

四

千
円

◆

ヘ
ル

メ
ッ
ト
（
Ｓ
）
二

千
円

◆

マ
ッ
サ

ー
ジ
チ

ェ

ア

ー
七
千

円
◆

ス

キ

ー
キ

ャ

リ

ア
（
サ

ー

ブ
用

）
二

千

円９
月
3
0
日
月
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で
に

、
ハ

ガ
キ

に
希
望

品
名

（
品
物

一
点

に

つ
き
一
人

一
枚

）
　・
価
格

・

住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

（
昼
間

お

勤

め
の

人
は
勤

め
先

の
電

話
番
号

）
を

記
入

し
て

、

〒
2
7
1
松
戸

市
小

根
本

七

の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
二
ビ
ル
松

戸
市

消

費
生
活

セ

ン
タ

ー
へ

※
相
手

の
紹

介
は
月

初
め
に
抽

選
し

、

赤

い
羽

根

共

同

募

金

「
五

十

年

目

の

あ
り

が

と
う

」

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
皆
さ

ん
の
優
し

い
心
に
支
え
ら
れ
て
、
今

年
、
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市

内
の
平
成
７
年
度
の
募
金
実
績

は
四
千
七
百
九
万
六
千
九
百
五
十
八

円
で
、
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
社

会
福
祉
協
議
会
、
民
間
社
会
福
祉
施

設
・
団
体
な

ど
に
配
分
さ
れ
ま
し

た
。1

0月

か
ら
、
全
国
一
斉
に
国
民
た

す
け
あ
い
共
同
募
金
運
動
を
行
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
県
共
同
募
金
会
松
戸
支
会
（
市
役

所
援
護
課
内
）

市

立

保

育

所

臨

時
職

員

（
給

食

調

理

員

）

募

集

職
種
給
食
調
理
員

対
象
調
理
が

好
き
で
意
欲
の
あ
る
人
　
募
集
人
数

若
干
名
　
勤
務
時
間
月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
３
時

待
遇

時
給

八
百

千

円
（
日
額
三
百
六
十
円
を
上

限
と
し
て
交
通
費
の
支
給
あ
り
）

1
0
月
1
1
日
金
ま
で
に
、
電
話
で
保

育
課
指
導
係
へ

当
選
者
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

紹
介
後
は
自
主
交
渉
に
な
り
ま

す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品

物

を
譲
り

た

い
人

は
、

９
月

2
7日
金

ま

で
に

、
電

話
で

申
し

込

ん
で
く

だ

さ
い
（
一
人

三
点

ま
で
）
。

1
0月
2
5
日

号

に

掲
載

し
ま

す

。
価

格

は

一
万
円

ま

で
で

、
衣

料
品

・

食

料
品

・
自
転

車
な

ど

は
扱

い
ま

せ
ん
。

問

消

費
生
活

セ

ン
タ

ー
℡
6
6
・
７

３
２
９
番

催

し

物

松

戸

お
し

ゃ

べ

り
会

９
月
2
6日
木
午
前
1
1時
～
午
後
３

時
　
会
場
ス
ペ
ー
ス
点
（
Ｊ
Ｒ
新
松

戸
駅
下
車
徒
歩
十
三
分
）
　
内
容
不

登
校
成
人
後
の
と
ま
ど
い
に
つ
い
て

費

用
三
百
円

問
松
戸
登
校
拒
否
を
考
え
る
会
・
増

山
℡
4
4・
0
7
8
8

番

（
午
後
７
時

以
降
）

「

法

の

日

」

週

間

・

無

料

法

律

相

談1
0月
４
日
金
午
前
1
0時
～
正
午
と

午
後
１
時
～
３
時
会
場
千
葉
地
方
・

家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
　
相
談
内
容

金
銭

・
不
動

産
・
交
通
事
故

・
夫

婦
・
親
子
・
相
続
・
少
年
非
行
ほ
か

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
松
戸
支

部
℡
6
8・
5
1
4
1

番

親
子
映
画
上
映
会
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ

－
月
桃
の
花
」

1
0月
５
日
土
午
後
２
時
開
演
　
会

場
市
民
会
館
　
費
用

前
売
り
＝
大
人

千
四
百
円

、
中

・
高
生
千
二
百
円
、

小
学
生
九
百
円
、
当
日
＝
大
人
千
八

百
円
、
中
・
高
生
千
五
百
円
、
小
学

生
千
円

※
保
育
あ
り

（
百
円
、
要
予
約
）

問
常
盤
平
幼
稚
園
内
・
栗
村
℡
8
7
・

5
7
2
4
番

労

災

相

談

会

９
月
2
8
日
土

午
後
１

時
～

４
時

会
場

千

葉
中

央
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
セ

ン

タ

ー
　
内

容

弁
護
士

・
社

会
保

険

労

務
士

・
医
療

ケ

ー
ス
ワ

ー
カ

ー
に

よ

る
相

談
　

費
用

無

料

申
晋
日

会
場

で

千
華
中
央
法
律
事
務
所
℡
0
4
3
・
2
2
5

4
5
6
7

番

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展

示

「

倭

国

乱

る

～

卑

弥

呼

の

登

場

ま

で

～

」

1
0月
１

日
火
～
1
1
月
2
4
日
日

会

場
国

立
歴

史
民

俗
博
物

館
　

費

用
一

般

七
百

九
十
円

、
高

・
大

学
生
四

百

五

十
円

、
小

・
中
学

生
二
百

五

十
円

※
1
1
月
９
日
土
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
、
講
演
会
「
倭
国
乱
る
」
が
あ

り
ま

す
。

問
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
℡
0
4
3
・
4
8
6
・

0
1
2
3

番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

1
0
月
1
0
日
祝
午
後
６
時
～
８
時
3
0

分

会

場
市
民
劇
場

費
用

入
場

無

料

健
康

カ

ラ
オ

ケ
普

及
会

・
冨
木

℡

4
1・
3
6
2
3

番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
の
催
し

物内　 容 日　 時 対象・定員 費 用

産業たんけん隊

(館内オリエンテーリング)

10/12土

午前10時50分～正午 小学生２０人(当日先着)

無 料

産業技術史講座｢ 電気･ 通信の技術史｣

10/13日

午後２時～３時３０分

45人

(要予約)

特 別 展

｢エレクトロニクス通信展｣

10/15火～12/1日

午前９時～午後５時 一般300円高大学生200円小中学生100円

身近なサイエンス教室

｢草木染めをしよう｣

10/26 土

午前10時30分～正午

小学校4年生

まで20人

(要予約)

保険料120円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立
現

代
産
業
科
学
館

℡
7
9
･
０
０
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
9
・
2
2
2
1
番
へ

保
健
・
衛
生

ポ

リ

オ

（
急

性

灰

白

髄

炎

）

予

防

接

種

ポ
リ

オ

（
急
性
灰

白
髄

炎
）

予
防

接

種
を

左
表

の
と
お
Ｉ

実

施
し
ま

す

。

生

後
三
ヵ

月
以

上
七

歳
六
ヵ

月
未

満
で

、
三
回

飲
み
終

わ

っ
て
お

ら
ず

、

予
診

票
を

持

っ
て

い
な

い
人

は
、

直

接

各
保

健
セ
ン

タ

ー
・
各

支
所

の
市

ポリオ日程表

民
健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
ま

た
は
ハ
ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

集
団
接
種
会
場
で
交
換
し
て
使
用

で
き
ま
す
。

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
6
6・

7
4
8
4
番

寺
嶋
文
化
会
館
の
催
し
物

内　 容 日　 時 会　 場 出 演 費 用

井上英子はり絵展

｢ひびき｣

10/3 木～15 火

（I0/10祝を除く

午前9時～午後９時　寺嶋文化会館

(柏駅徒歩5分)
無 料

ストリートライブ・
EPO

10/13(日)

午後２時～３時
EPO

ムワンズイ・ミニコン

サード「アフリカ各地

の太鼓と古いポップス」

10/19土

午後７時～８時

レストラン＆バー

PinkPig(柏駅徒歩4 分)

民族音楽セン

ター代表・若

林忠宏ほか

500円
(1ドリン

ク付き)

財
寺

島
文
化
会
館

℡
０
４
７
１
・

6
7・
6
1
5
3
番

○

譲

り

ま

す

〔
家

具

〕
食

堂
用

テ
ー

ブ
ル
二

人
用

無

料
◆

折
り

た
た
み

シ
ン

グ
ル

ベ

ッ
ド
五
千
円
◆
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド
無

料
◆

ソ
フ

ァ
ー

ベ
ッ
ド
三
千

円

〔
電

気

用

品

〕二
槽

式
洗
濯

機
七
千

円

◆

冷
蔵
庫
ニ

ド

ア
五
千

円
◆

冷

風

機

無
料
◆

Ｌ
Ｐ

レ
コ

ー
ド

プ
レ

ー
ヤ

ー
無
料
◆

つ
り
下

げ
式
照
明

器
具
三

千
円
◆

天

井
据
え

付
け

式

照
明

器
具
四

千
円

三
点
◆

ス

ー
パ

ー
フ
ァ
ミ
コ

ン
本

体
四
千

円
◆

コ

ー
ド
レ

ス
ヘ

ッ
ド
ホ

ン
ハ

千
円

〔
子

供
用

品
〕Ａ
型

ベ
ビ

ー
カ
ー
三

千
五

百
円

・
八
千

円
◆

Ｂ
型

ベ
ビ

Ｉ

カ

ー
無
料
◆

チ

ャ
イ

ル
ド

カ
ー

シ

ー
ト

千
円

・
三
千

円

・
五
千

円

◆

ベ
ビ
ー

ラ
ッ

ク
二
千
円

・
六
千

円
◆

テ

ー
ブ
ル
用

ベ
ビ

ー

い
す
千

五
百
円

◆

ベ
ビ

ー
ベ
ッ

ド
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ふ
と

ん
三
千

円
◆

お

ん
ぶ

だ

っ
こ

ひ

も
千
五
百

円
◆

離
乳

食

用

ベ
ビ

ー
食

器

セ
ッ
ト
千

五
百

円

◆
ミ

ニ
四
駆

サ

ー
キ

ッ
ト

セ
ッ
ト

千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
ピ
ア
ノ

無
料
◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン
無

料
◆

ス

ト

ッ

バ
ー
ア

ン
ド
ス
ト

レ

ッ
チ

ャ

ー
四

千
円
◆

ゴ
ル

フ
フ
ル

セ
ッ
ト

（
バ
ッ

グ
付

き
）
　一
万

円

〔
日

用

品

〕
タ
イ

ヤ
チ

ェ

ー
ン
（
1
8
5

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

会　　場 期　　日 時間

中央保健センター
10/ 4 金 11/28 木

午
後１

時

～２

時

15
分

10/30 水 12/25 水

五香市民センター 12/ 6 金

松飛台市民センター 10/ 7(月)

東部市民センター 10/14(月）12/12木

馬橋東市民センター 10/16 水 12/ 4水

健康増進センター 10/15 火 12/10 火

常盤平市民センター
10/ 3 木 12/ 5 木

10/24 木 12/19木

明市民センタ－ 10/17 木 12/18(水)

)

古ケ崎市民センタ－ 10/ 8 火 12/ 2月

稔台市民センター 10/ 9 水 12/13 金

小金原市民センター 10/11 金 12/11 水

新松戸市民センター
10/ 2 水 12/ 3 火

10/25 金 12/24 火

小金保健センター
10/ 1 火 11/29 金

10/28月 12/20(金)

馬橋市民センタ－ 10/21(月) 12/17 火

六実市民センター 10/18 金 12/ 9(月)

二十世紀が丘市民センター 10/22 火 12/16(月)

使
え
る
も
の
を
捨
て

る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル

ヘ



見に行こう　　　聴いてみよう

広報ま つ ど １９９６ 年(平成８年)９月２５日

文化施設だより

期　 日 内　　　　　 容 開園時

間

問い合 わせ先

9/29日 第 ６回尾崎－夫 歌謡教室音楽 祭 15:00 尾崎 一夫歌謡教室　　　　 ℡65-6072 番

10/ 1 火
松戸ゴスペル ハウ ス田中信生 講演会

「ありのままのあな たが素晴らしい」☆
18:30 松戸ゴ スペル ハウス　　　 ℡44 －9781 番

5土 沖縄県民映画「GAMA 月桃の花」☆
14：0

0

千 葉GAMA 上映実行委員会 （伊波企 画内 ）

℡0474-78-2946 番

8火 家庭教育学級 合同講演会 10:00 矢切公民館　　　　　　　68-1214番

10祝
エ トワール ・バレ エシアター 第４回

松戸教室発表 会
15:00 エトワール・バレエシアター　 ℡64-4231 番

13日
平 成 ８年度松戸 市福祉大会「第14 回

ふれあい広場」
9:40 松戸市社会福祉協議会　　　 ℡68-0503 番

20(日) 第48 回松戸市文化祭～民謡民舞大会～ 9:3 市社会教育課　　　　　　 ℡66-7462 番

27 日
第18 回市民健康づくり の集い　 ジャ

ズ体操フェス ティ バル
13:00 市健康増進センター　　　　 ℡65-5588 番

29火
第48 回松戸 市文化祭～菊花展～ 9:00 市社会教育課　　　　　　　 ℡66-7462 番

30 水

※月曜 日は 休館　 ☆のつい ている 催し 物は有料で す。

期　 日 内　　　　　 容 開演時間 問い 合わ せ先

9/28（土

）

日本 舞踊発表会 11：

00

田中千恵　　　　　　　　 ℡61 －1729 番

29 日 管 楽合奏は 楽し い会　 ☆ 14:00 松戸市文化振 興財団　　　 ℡84 －5050 番

10/10祝
舞 踊発表会 11:00 宮本その　　　　　　　　 ℡63-2812 番

カラ オケコンテスト 18:00 冨永くに子　　　　　　　 ℡41-3623 番

12 土 松戸 声楽勉強会発 表会 14:00 五味宏恵　　　　　　　　 ℡43-9355 番

13日 コン サート 13:30 川井浩子　　　　　　　　 ℡42 －5400 番

19 土 女 性のつど い 13:3 女性センタ ーゆう まつど　 ℡64-8778 番

20 日 松戸市文化祭　 フラダン スの集い 13:30 市社会教育課　　　　　　 ℡66-7462 番

※月曜日は 休館　 ☆印のつい ている 催し 物は有料で すo

期　　　間 内　　　　容 問い合わせ先

9/29日 まで

萌樹会展覧会 萌樹会　　　　　　　　　 ℡64-9786 番

小金原老人福祉センター書道クラブ20

周年記念展覧会
小金原老人福祉センター　℡44－4151番

朴山会書展 朴山書院　　　　　　　　 ℡41-9071 番

10/1火～6 日 松戸市小中学校防犯ポスタ－展 市こども課　　　　　　　 ℡66-7354 番

2水～6日 丙辰書展 加藤　　　　　　　　　　 ℡62-4261 番

4金～6 日 松戸市小中学生観光絵画展 市商工観光課　　　　　　 ℡66-7327 番

8火～13日 ふれあい広場ポスタ－展 松戸市社会福祉協議会　　 ℡68－0503 番

11 金～13日 ＭＯＡ美術館児童画展 大野　　　　　　　　　　 ℡65-9006 番

15 火～20日 第20回記念麦の会洋画展 麦の会　　　　　　　　　 ℡47－7030 番

17 木～20日 青少年健全育成ポスター展 市教育委員会少年センター　℡66-7464 番

22火～27日

金曜デッサン会作品展 金曜デッサン会　　　　　 ℡45－2811 番

すみえの会・墨彩会合同展 菊地　　　　　　　　　　 ℡62-6756 番

あすなろ会洋画展 あすなろ会　　　　　　　 ℡43－0128 番

開館時間…午前10時～午後6 時　※月曜日は休館

期間 10/3木まで 10/4金～10/17木 10/18 金～10/31 木

東

松戸ボタニカルア－卜ＯＢ会

第３回作品展

川端℡43-8409番

上野八彦パステル画展

問上野℡65-9524番

押し花カトレアの会アートフラ

ワーデコパージュ合同作品展

山根℡84-3446番

西
墨絵りんどうの会日本画展

和田℡62-0934 番

高間久寿美ソフトフォーカス

印象派写真展

高間℡62-2621 番

パステル洋画会グループ展

佐々木℡41-8028 番

○お 気 軽に ご 相談 ＜だ さ い

期　日 内容（☆印 は有料） 開園時

間

問い合 わせ先

大

ホ

｜

ル

9/29日 名作童話映画会 ☆ 10:00 映光社　　　　 ℡0422-45-3954 番

10/5 土 布施 明ドラマティックコン サーﾄ96 ☆ 18:00 労音東葛センター　　　 ℡65-9911 番

6日 新松戸 バレエ 第11回発表会 17:00 栗原由美　　　　　　　 ℡44 －1415 番

16 水
ロス・ライカス「フ ォルクローレ ・サウン

ドは 、アンデスの風に乗って」 ☆
18:30

MIN-ON 千葉予約センタ－

℡043-287-6688 番

17 木 ペレ ス・フ ラーﾄﾞ楽団　 ☆ 18：

30

松戸市文化 振興財団　　 ℡84 －5050 番

20日 松戸市合唱祭 11:00 市社会教育 課　　　　　 ℡66-7462 番

小

ホ

｜

ル

9/28 土 内藤雅子フルートリ サイタル ☆ 14:00 内藤雅子　　　 ℡0471-84-9350 番

29日 松戸青少年交響楽団第１回演奏会 14:30 桑林朋子　　　　　　　 ℡45-0394 番

10/5 土 佐竹音楽教室第18回ピ アノ演奏会 15:30 佐竹奈津子　　　　　　 ℡86 －7370 番

6日 ピアノコンサート 13:30 河合潤子　　　t0471 －50 －0348 番

10 祝 松戸市民劇団本公演｢黄昏のボードビル｣☆ 14:00 松戸市民 劇団　　　　　 ℡89-4646 番

12 土 野村狂言の会 ☆ 18:00 松戸市文化 振興財団　　 ℡84 －5050 番

13(日)
フ アミリ－のための名曲コンサーﾄ ～クラ

リネットの楽しみ～ ☆
14:00

松戸クラシ ック音楽を楽しむ会

℡62 －3775 番

19 土 国際文化祭 10:00 松戸市国際交 流協会　　 ℡66 －7310 番

20日 ピアノ・テクニト－ン発表会 １０：００ 柏ミュージックアカデミー ℡52-9824 番

22 火
きものから洋服に　第７回アトリエ・モー

ドＡＳＡＫＯファッションショー
14:00

アトリエ ・モードASAKO

℡42 －2050 番

25金 花と緑のフェスティバル’96イン松戸

(申 込制)
13:00

千葉県都市 整備協会

℡043 一224-9794 番

期　　 間 内　　　　　　 容

10/1 火～31 木午後1

時15 分 ・3 時15 分か

ら30 分間（土 ・日 ・

祝・休日は午前11 時

からも上映）

ハイビジョン映像「世界の自然遺産／屋久島」

会場講堂　観覧無料

※11/1金からは「コンポステラ/遠き巡礼の道」（15 分間）を上映し ます。

10/10祝～11/24日

平成８年度企画展｢小金城主高城氏｣

内容小金城を本拠地とし て活躍した戦国時代の東葛飾地域の領主高城氏の歴史舞台へ

の登場から終焉までを ，小金城跡の発掘による新たな情報もまじえながら紹介します。

会場企画展示室　企画展示観覧料　一般300円(240円)・高大学生150円(100円)・小中

学生100円(60円)　（）　内は20人以上の団体料金　※常設展示観覧料とは別料金。

展示解説会10/13(日)・10/27(日)各午後3時～4時

10/20 日 午 後1 時30

分～3 時

企画展関連講演会「小金城主高城氏」

講師中山文人（本企画展担当学芸員） 会場講堂 定員先着80 人 費用無料

入館時間…午前9時３分～午後4時３分常設展示観覧料･･一般300円（240円）・高大学生150円（100円）・小中

学生100円（60円）（）内は20人以上の団体料金※第2・4土曜日は小・中学生は観覧無料です。休館日…月

曜日（祝日に当たるときは翌日）・第4金曜日（館内整理日）常設展示解説ツア－…毎凋十・日曜日と祝日の午

後2時から３分間、解説員による常設展示解説ツアーを開催しています（参加者は観覧料が必要となります）。

期　　 間 内　　　　　 容

10/5 土～12/8 日

特別展｢ 幕末幻の

油 絵師　 島　 霞谷

(し ま ・かこく)｣

日本で最初期の 写真師であり 、わが国で初めて金属活字を完 成さ せる など 、多方

面にわたり 先駆的な 活動を行 ってい た油絵師 、島霞 谷。幕末維新期 、画家 から 出発

し 、主に 画像の世界でこの時 代を 生きた霞谷を 通し て 、時代の転換期 特有の熱 気を

展示し ます。

入館時間…午前9 時３ 分～午後4 時３ 分〔月曜日は休館( 祝・休日に当たるときは翌日) 〕

入館料…大人200円(170円)、高大学生140円(120円)、小中学生70円(60円)（）内は20人以上の団体料金

※第2･4 土曜日は 、小中学生の観覧は無料です。

期　　　　間 内　　　　　　　　 容

展

示

10/3 木～12 土 「千 駄堀の自然展」 企 画展

15 火 ～23 水 「第 ３回草木染展」　 ザ・糸ぐる ま

26 土～27 日 「第19 回千 葉県の公園緑地写 真コン クール受賞作品展」 千葉県

催

し

物

20 日 午後2 時～3 時 昆虫ウ ォツチング　　 講師…自 然解説員・松葉光豊氏

27 日 午前10 時～11 時３ 分 野草ウ ォツチング　　 講師‥･自然解 説員・川端祥子氏

申 当 日パ－クセンタ－ で（先着25 人） 費 用…無 料　 ※雨天中止

相

談

毎週水 ・土 ・日曜日

午前10時～正午　午後１時～４時

みどりの相談 員による 花や緑に関 する 相談

(電 話でも 受け付けま す)

入館時間…午前 ９時～ 午後 ４時30 分　 ※月曜 日は休館

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………℡66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…℡68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………℡65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

１０月の相談あんない ○

交通事故

市政･－般
月～金曜日

午月l』9時～午後5時

午前8時30分～午後5時

法律相談☆
毎週火･木､第2月曜日 午後1 時～5 時

第1 月曜日 午前９時～正午

税務相談 第２金曜日 午後１時～５時

登記相談 第３金曜日 午後1 時～４時30分

行政相談 第２月曜日 午後1 時～３時

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4 時

外国人相談 第２・第４火曜日 午前９時～正午

労働相 談 第1 ・第３月曜日 午後１時～５時

相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　　会　場　　問　　相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　’会　場　　問

巡

回

年

金

相

談

1火

午前10時～午後3 時

常盤平支所

4金 小金支所

8火 小金原支所

11金 馬橋支所

15火 六実支所

18金 新松戸支所

22火 矢切支所

25金 東部支所

消費生活相談 月～金曜日 午前９時～午後4時
消費生活センタ－

℡65-6565番

市

民

相

談

室

※
金
銭
問

題
の
相
談
も
行

い
ま
す
。

商工観光

課労政係
|※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡61-4089番)でも行っています。

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

千
葉
地

方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協

議
会

℡
6
8・
０
５
０
３
番

人権相談

第1～第４金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ-

1火 小金支所

2水 常盤平支所

3木 小金原市民ｾﾝﾀ-

※人権目談は千葉地方法務局松戸支局(℡63－ 6278番)でも行っています。

心

配

ご と

相

談

第1～第４金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺ-ﾅ-

7(月) 馬橋支所

1火 六実支所

1火 小金支所

2水･16 水 常盤平支所

２水)・16水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

3木･17木 小金原市民ｾﾝﾀ-

ゆうまつど

こころの相談

第1 ～ 第３月曜日 午前10時～午後４時 女性センター

(相談室直通)

℡63 - 0505番

第４月曜日 午後1時～７時

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後４時

女性パート

労 働相談
毎月第２火曜日 午後1時30分～4時30分

女性センタ－

℡64  - 8778番

就学相談☆
月～金曜日

午前９時～正午

午後１時30分～4時30分

教育 研 究 所

℡66  - 7461番教育相談☆

育 児 相 談

（すくすくすくﾃﾚﾌｫﾝ）
月～全曜日 午前8時30分～午後５時

北松戸保育所

℡67  - 4646番

※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

市民相談室

市

役
所
相

談
コ

ー
ナ

ー

救急医療体制
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